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第 1章

取手市子ども読書活動推進計画（第３次）策定の背景

１ 子ども読書活動推進計画の趣旨

子どもの読書活動は、読解力や創造力、思考力を養うとともに、豊かな感受性や情操

を育み人間関係の基礎をつくることができ、社会全体でその推進を図っていくことは大

変重要なことです。また、読書に親しむことで多様なものの見方や考え方を身に付け人

格形成に良い影響を与え、健やかな成長に寄与するものです。

子どもたちが発達段階に応じた読書習慣を身に付けることができるよう、社会全体で

読書活動を推進するための本計画は、「子どもの読書活動の推進に関する法律」第９条

第２項の規定による計画であり、取手市子ども読書活動推進計画（第２次）を踏まえ、

本市における子ども読書活動推進に関する施策の方向性や取組を示すものです。また、

子どもたちの読書活動への興味や関心を高めるため、学校図書館－市立図書館連携事業

（サービス名称「ほんくる１」）の更なる利用の促進を目指します。

近年、スマートフォンの普及やＳＮＳ等のコミュニケーションツールの多様化により

子どもの読書環境は大きく変化しています。国の第四次「子供の読書活動の推進に関す

る基本的な計画」においても、「電子書籍等の情報通信技術を活用した読書も含まれる」

とあり、電子媒体による読書活動が子どもに与える影響も考慮し、実態把握や分析が必

要となってきています。

２ 計画の対象

この計画は、０歳から１８歳までの子どもとその保護者を対象とします。

１ ほんくる：学校図書館－市立図書館連携事業。平成２９年度の図書館システム更新により学校図書館

システムを全小中学校に導入し、学校図書館や自宅から、市立図書館の本を予約し、学校で受け取れ

るシステム。
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平成 12年（2000）「子ども読書年」
平成 13年（2001）「子どもの読書活動の推進に関する法律」
平成 14年（2002）「子どもの読書活動の推進に関する基本計画」
平成 20年（2008）「第二次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」
平成 25年（2013）「第三次子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画」
平成 30年（2018）「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」

※主な方策

・発達段階に応じた取り組みにより、読書習慣を形成

・友人同士で行う活動等を通じ、読書への関心を高める

・家庭・学校・地域における読書活動の推進

・子供の読書への関心を高める取組

・民間団体等への支援

 
（１）国の動向 

３ 国・県の動向

平成 16年（2004）「いばらき子ども読書活動推進計画」
平成 22年（2010）「いばらき子ども読書活動推進計画（第二次）」
平成 27年（2015）「いばらき子ども読書活動推進計画（第三次）」

※基本的方針

・読書活動を支える環境の整備

・県立図書館と市町村立図書館等の連携

・学校における読書活動の充実

 
（２）茨城県の動向 



3

４ 計画の位置づけ

本計画は、平成２９年３月に策定した「取手市子ども読書活動推進計画（第２次）」

を引継ぎ、国の「第四次子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」及び茨城県の

「いばらき子ども読書活動推進計画（第三次）」の内容も踏まえています。

また、第六次取手市総合計画（とりで未来創造プラン２０２０）を踏まえた「第２次

取手市教育大綱」「取手市教育振興基本計画の教育４つの柱」では、図書館に来館が難

しい方々に向けたサービスポイントの拡充、電子書籍の充実といった利用者サービスの

拡大を図ることを示しています。

子どもの読書の機会を増やすため、平成２９年に開始した学校図書館－市立図書館連

携事業「ほんくる」の推進、さらには「うちどく（家読）２」の一層の推進を図ります。

また、様々な方に利用しやすいように配慮した図書の受入れを推進し、子どもの成長過

程に合わせた本との出合いをサポートしていきます。

２ うちどく（家読）：家庭での読書の略語で、「家庭ふれあい読書」を意味する。親子で本を読んでふ

れあい、楽しい時間を共有することを目的とするもの。

第六次取手市総合計画

（とりで未来創造プラン２０２０）
国の第四次子供の読書活動の

推進に関する基本的な計画

第２次取手市教育大綱
スマートウェルネスとりで

（地域・家庭の絆づくり）

取手市教育振興基本計画

ほんくる うちどく
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５ 子どもの読書活動に関するアンケート結果

取手市子ども読書活動推進計画（第３次）策定にあたり、子どもの読書活動の現状を

把握し課題を明確にするためアンケート調査を実施しました。

アンケート調査については、QRコードまたは URLから「Microsoft Forms」にアク

セスし、質問に回答していただく方法をとりました。

調査対象

①取手市内保育所（園）、幼稚園、認定こども園の４歳児保護者

②取手市立小学２年生もしくは小学５年生児童及び保護者

③取手市立中学２年生生徒及び保護者（取手地区２校・藤代地区１校）

【本への興味・関心】

各学校で８５％以上の子どもが本を読むことに好意的であり、小さい頃から本を読ん

でもらった経験が、読書に親しむきっかけになっていることがうかがえます。好きな本

のジャンルについては、「小説・物語」が各学年で３０％前後を占める一方で、「マン

ガ・雑誌」という回答も同数程度ありました。ひと月に「１０冊以上」本を読む割合は、

小学校２年・５年生では４０％前後と大きな割合を占めていますが、「０冊」と回答し

た割合も前回の調査より増えています。本を読むことに好意的でない意見としては「ほ

かのあそびの方が面白い」「勉強する時間がなくなる」という理由が見受けられました。

読みたいと思う本と出合うきっかけをつくり、読書の楽しさを子どもたちに伝えていく

継続的な働きかけが必要となります。

ブックスタートから始まる本との出合い、おはなし会への参加、学校訪問おはなし会

での新たな本への興味の開拓など、行事の充実を図り、発達段階に合わせた蔵書の整備

を基本に、きめ細やかでタイムリーな情報発信を行い、子どもたちが読みたいと思う時

に本を手にすることができる環境づくりを目指していきます。

【家庭】

家庭での小さい頃の読書経験については、子ども・保護者ともに約８５％が「ある」

と回答。読書習慣の形成には家庭の役割も大きく、引き続き「うちどく（家読）メール」
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や図書館通信「よもっと３」など、本の情報を発信して保護者への啓発を図っていきます。

また、読んだ本の感想を話し合い、家族のコミュニケーションを図ることで、読解力や

表現力の向上が期待できる「うちどく（家読）」の推奨も重要な取組の一つとして推進

していきます。

【学校図書館】

学校図書館の利用については、小学校２年・５年生では「よく利用する」が５０％と

比較的高い数値ですが、中学校２年生では２５％と低下する傾向にあります。引き続き

学校図書館の蔵書の充実を図るとともに読書環境の整備、公共図書館と連携した読書意

欲を喚起するような取組も必要となります。

学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の認知度については、「知らない」と

回答した児童生徒が小学校２年生で８０％、小学校５年生で６２％、中学校２年生で５

０％という結果でした。学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」導入から４年が

経過し、更なる周知や予約方法を学ぶ「ほんくる講座」の実施等が喫緊の課題となりま

す。

【今後の課題】

新型コロナウィルス感染症による生活様式の変化やスマートフォンの普及など、子ど

もたちを取り巻く環境は変化しています。電子書籍を活用した取組、及び普及が当面の

課題となります。

３ よもっと：図書館が発行する幼児へのおすすめ絵本を保護者向けに紹介するリーフレット。

【取手市立ふじしろ図書館】【取手市立取手図書館】
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第２章

第２次計画の取組と課題

第２次計画として、子どもの読書を推進するため、家庭・地域、保育所（園）等、

学校、放課後子どもクラブ、それぞれが図書館と連携し、各種事業を進めてきました。

しかし、令和２年２月以降に実施する予定となっていた各種事業については、新型

コロナウイルス感染症の全国的な拡大により、茨城県においても非常事態宣言が発出

され、取手市においても外出自粛要請や公共施設が臨時休館となり、多くの事業が未

実施となりました。今後の事業再開を目指し、関係機関と協力してこれまでの取組や

課題の抽出を行いました。

１ 家庭・地域における取組と課題

【取組】

子どもの身近に本があるということは乳幼児期の心の成長にとってかけがえのない

ものであることから、保健センターや子育て支援センターにおいて、あらゆる子ども

への支援のため、布絵本や点字絵本の整備を図りました。

また、子育て支援センターでの絵本の読み聞かせや図書の紹介による読書支援のた

め、図書館からの団体貸出４を活用して啓発を図りました。

さらに、家庭教育学級５において、子どもの成長とともに読書の習慣が身に付くよ

う、新たな本への興味や関心を促すため、保護者向けに子どもの年齢に合わせた読み

聞かせやおすすめ本の紹介、図書館見学ツアー等の講座を行い、地域においても読書

活動の大切さを継続的に働きかけました。

４ 団体貸出： 団体利用登録をしている学校や施設等の団体向けに図書館資料を貸出するもの。

●ふじしろ図書館の団体書庫に所蔵する団体貸出用資料（団体専用図書）：貸出期間３か月以内、貸

出冊数３００冊以内。

●デイジー資料（ＤＡＩＳＹ）：貸出期間１か月以内、貸出点数５点以内。

●団体専用図書及びデイジー資料以外の図書館資料：貸出期間１か月以内、市内全施設の図書館資料

合計１００冊以内。
５ 家庭教育学級：各公立幼稚園、小学校、中学校の保護者が子育てと仲間づくりをテーマに活動するも

の。
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【課題】

子育て支援センターでの読み聞かせや家庭教育学級での保護者向けの読書活動の啓

発を図る講座等を継続的に実施しましたが、令和２年度は新型コロナウィルス感染

症拡大のため、取組が未実施となり、家庭・地域全体で親子への読書支援の機会を

十分に持つことが難しく、読書活動の働きかけが課題となりました。再開に向けて、

取組の工夫を図り、働きかけいくことが望まれます。

２ 図書館における取組と課題

【取組】

学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」を開始し、学校図書館で予約した

本の提供ができるようにしました。

あらゆる子どもへのサービスを充実させるため、布絵本や点字絵本、外国語絵本

等を配置しました。

また、団体貸出要綱の改正により、本をそのままの形で読むことが困難な子ども

のためのＤＡＩＳＹ６図書を学校への団体貸出ができるように整備しました。

さらに、「うちどく（家読）絵本リスト」を発行し、家庭での読書におすすめの

絵本を広く周知して読書啓発を図りました。

【課題】

学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」のシステム構築により、導入当初

は利用が活発となりましたが、継続した利用につながっていないため、定期的かつ

網羅的な事業の周知や家庭や学校への予約システムの利用の働きかけが課題となり

ました。読書活動の更なる推進のため、啓発及び広報活動と、市立図書館職員の資

質向上、関連機関との連携強化が望まれます。

６ ＤＡＩＳＹ：デイジー。Digital Accessible Information System の略。視覚障害者や普通の印刷

物を読むことが困難な人々のための情報システム。専用の機械やパソコンにソフトウェアをイン

ストールして再生をすることができるもの。
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３ 保育所（園）、認定こども園、幼稚園等における取組と課題

【取組】

子育て施設等において、絵本や紙芝居を使用したおはなし会や保育士等による読み

聞かせを実施し、子どもの読書機会の充実を図りました。また、家庭でも親子で読書

が楽しめるよう情報提供や読書活動の推進を行いました。

【課題】

子育て施設等における子どもの読書環境や読書活動の取組に格差がないよう、公

立・私立分け隔てなく、引き続き情報提供や読書活動の推進に努めます。

４ 学校における取組と課題

【取組】

小中学校全２０校に学校司書を配置し、子どもたちに新たな本との出合いや読書

の楽しみ方と大切さを実感させる学校での読書活動を推進しました。

また、学校図書館と市立図書館の連携による読書環境の整備と読書活動の推進の

ため、平成２９年度の図書館システムの更改に合わせ、学校図書館－市立図書館連

携事業「ほんくる」の仕組みを構築しました。市立図書館に来館できない児童生徒

も市内約４０万冊の蔵書から本の予約をして在籍する学校で受け取ることのできる

環境整備を図りました。

児童生徒の読書活動の更なる推進のため、司書教諭・学校司書・図書館司書が参

加する研修会を実施しました。また、コロナ禍においても、児童生徒の読書活動を

推進するため、オンラインよる研修会を実施しました。
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【課題】

今後も関係各課との連携を図り、司書教諭・学校司書・図書館司書の研修や交流

の場を確保しながら、子どもたちへの読書活動の推進を働きかけていくことが望ま

れます。

また、授業で学習した作品の並行読書７の対応として、それぞれの学校図書館の蔵

書では十分な関連本を確保することが難しい状況があることから、国語科の年間計

画を司書教諭や学校司書が把握できるよう情報の共有化を図り、学校図書館と市立

図書館の連携による効率的な蔵書提供につなげていくなどの取組の工夫が望まれま

す。

■学校図書館と市立図書館との連携

年度 事業内容

平成２９年度 ・新電算システム稼働

・学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の開始

平成３０年度 ・「子供の読書活動優秀実践図書館」文部科学大臣表彰

学校図書館－市立図書館連携事業の実践による取組

令和元年度 ・「うちどく（家読）絵本リスト」Ｗｅｂ版発行

令和２年度 ・「取手市心からみんなにすすめたい一冊の本推進事業」

（文部科学省委託事業）全小中学校にてビブリオバトル８校内

大会を実施（中学生代表によるビブリオバトル動画の配信）

・各校代表の紹介図書リストを図書館ホームページに掲載

・学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」予約システム

講座を実施

７ 並行読書：教科書教材と関連させて本や文章を読むことを位置づける指導上の工夫。
８ ビブリオバトル：参加者が、お気に入りの本を持ち寄り、５分程度で本を紹介し合い、どの本が一番

読みたくなったかを参加者の多数決で決定する本の紹介コミュニケーションゲーム。
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５ 放課後子どもクラブにおける取組と課題

【取組】

放課後子どもクラブの支援員に向けた図書館の利用案内の機会を通じて、子どもの

読書活動推進についての普及・啓発活動を実施しました。

また、地域の読書ボランティア等によるおはなし会を開催し、子どもたちに読書と

の出合いやきっかけづくりの場を設けました。

【課題】

子どもの居場所に本があり、いつでも読書に親しむことができる環境をつくるため

には、図書館により各放課後子どもクラブに対する団体貸出の活用等の普及・啓発を

図ることが望まれます。
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６ 第２次計画に合わせて実施した子ども読書活動推進事業

■図書館Ｗｅｂサービスの充実

・平成２９年度 図書館ホームページの本の紹介型Ｗｅｂ サービス開始

■文部科学大臣表彰「子供の読書活動優秀実践図書館」

（学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の実践による取組）

■学校図書館との連携強化

・学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の更なる利活用

・家庭での読書「うちどく（家読）」の普及と啓発

・学校司書の資質向上のための市立図書館による研修の開催

・「とりで子ども司書講座９」実施

■新型コロナウイルス感染症の拡大による生活様式の変化への対応

・令和２年度 読み聞かせ動画の配信（おはなし会中止期間のみ）

・令和２年度 電子図書館（電子書籍）サービス開始

・令和２年度 ＤＡＩＳＹ図書の団体貸出要綱改正

（デジタル録音図書の学校団体貸出可能）

■「うちどく（家読）」の普及と啓発

・平成３０年１０月から毎月２３日を「取手市子ども読書の日」と制定

家庭における子どもの読書活動を推進

■家庭での読書推進、保護者自身の読書への興味・関心の定期的な啓発

・全校児童生徒への「うちどく（家読）」啓発パンフレットの配付

・毎月２３日メールマガジンを配信（図書館だより・うちどく(家読)メール定期便）

・各図書館での「うちどく（家読）」コーナーの常設

・「うちどく（家読）絵本リスト」の発行、対象図書の学校へのセット貸出

９ とりで子ども司書講座：小学校の図書委員の児童を対象とした図書館の仕事を体験するイベント。
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第３章

第３次計画の基本的な考え方

１ 基本理念

子どもが主体的に読書活動を行うことができるようにするためには、家庭・地域・学

校等がそれぞれの立場で読書環境を整備し、子どもの読書活動への理解・関心を高める

など、子どもに関わる大人の助けが必要です。

取手市では、市・家庭・地域・学校・関係機関等が連携し、子どもたちの読書活動の

取組を充実させるため、「取手市子ども読書活動推進計画」（以下「本計画」という）

を平成２４年度に策定し、子どもが主体的に読書活動を行うことができる環境と機会を

得ることができるよう事業を進めてきました。

平成２９年度からの第２次計画では、学校司書の小中学校全校配置をきっかけとして、

学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」を推進し、学校と市立図書館との連携に

より、図書館電算システム及び学校への図書配送網（物流）の整備を図りました。また、

「取手市子ども読書の日」（毎月２３日）の制定に併せて、家族で本を読み感想を話し

合うなど、読書習慣を共有することで、家族の絆づくりを図る全国的な運動「うちどく

（家読）」の推進を図ってきました。

第３次計画では、市立図書館と学校の連携の基盤となる学校図書館－市立図書館連携

事業「ほんくる」、併せて家庭における「うちどく（家読）」の普及により読書活動全

体の広がりを推進する取組を精力的に進め、ハード・ソフト両面から取手市の子ども読

書活動の推進を一つひとつの事業を通じて、本計画に掲げる理念の実現に向けて取り組

んで参ります。

本計画は、子どもたちが自主的に読書に親しむ機会と環境を整備・充実することによ

り、子どもたちが豊かな心を持ってたくましく成長することを目指しています。

取手市のすべての子どもたちが、主体的に読書に親しむ

環境と機会を得ることができるように取り組みます
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２ 基本方針

第３次計画の基本理念を実現させるために、次の４つの基本方針により取り組んでい

きます。

（１）子どもの読書環境の充実

子どもの読書環境を充実させ、本に触れたり、読書に親しんだりする機会を積極的に

提供し、子どもの発達段階に応じた読書の楽しさを見いだし読書活動を推進していきま

す。また、子どもが読書を通じて、読解力や創造力、思考力、表現力等の生きる力を育

み、多くの知識を得ることができるように努めていきます。

（２）家庭、地域、学校を通じた地域全体での取組の推進

子どもの自主的な読書活動を推進するには、保護者や周囲の大人たちが参画した地域

全体での取組が必要です。本計画の推進のために子どもに関わる機関や団体等がこれま

で以上に連携・協力を図り、地域のボランティア等との連携・協働の機会を広げます。

（３）子ども読書活動に関する理解と関心の普及

市民一人ひとりが、子どもの読書活動の意義や重要性を理解し、関心を持ってもらえ

るよう様々な普及、啓発活動を実施します。

（４）子どもの読書活動に関わる人材の育成

子どもの読書活動の推進を行う人材を育成するため、子どもに関わる施設の職員やボ

ランティアへの研修及び講座を実施し、地域における読書活動の担い手を増やし、更な

る意識啓発に努めます。

３ 計画の期間

本計画の実施期間は、おおむね５年間（令和４年度から８年度）とします。
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４ 計画の体系

基本方針 施策

【継続】   1  公民館図書室の充実

【継続】   2  ブックスタート事業

【拡充】   3  保健センターの乳幼児向け図書の充実

【継続】 　8 　図書コーナーの充実

【継続】 11 おはなし会等の充実

【拡充】 12 絵本、おすすめ本の展示

【継続】 13 赤ちゃん向けサービスの充実

【拡充】 14 中学生・高校生向けサービスの充実

【継続】 18 図書館リサイクルブックの活用

【拡充】 19 団体貸出の充実

【継続】 24 子どもに本や物語に親しむ機会を提供する取組

【新規】 26 電子図書館の充実

【継続】 29自主的・自発的な読書活動の促進

【継続】 30 授業における読書活動の充実

【継続】 32 学校図書館の蔵書の更新と充実

【継続】 33 学校図書館の利用促進

【拡充】 35 学校図書館と市立図書館の連携による読書環境の整備と読書活動の推進

【新規】 36 ＧＩＧＡスクール構想への対応

【拡充】 37 特別な支援を要する子どもへのサービスの充実

【拡充】 38 特別な支援を要する子どもへの援助

【新規】 39 来館できない子どもへの配送サービスの実施

【新規】 40 子ども向け外国語図書の充実と多言語イベントの実施

事　業　名

家
庭

学
校

す
べ
て
の
子
ど
も

子
ど
も
の
読
書
環
境
の
充
実

図
書
館

基本理念
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基本方針 施策

【拡充】   4 子育て支援センターでの読書支援活動

【拡充】   5 家庭における読書の推進　「うちどく（家読）」

【継続】   6 読み聞かせなどの実施

【継続】 10 放課後子どもクラブでの読み聞かせ・おはなし会の実施

【継続】 16 高等学校への資料提供とサービス案内

【継続】 17 図書館見学、職場体験の受入れ

【継続】 20 訪問おはなし会の実施

学
校

【継続】 34 みんなにすすめたい一冊の本推進事業

家
庭

【継続】  9  保護者への情報提供

【拡充】 21 インターネットによる情報提供の充実

【拡充】 25 子ども読書活動推進についての周知

学
校

【拡充】 27 図書の紹介や広報活動の展開

家
庭

【継続】  7  読書ボランティアの活用と充実

【継続】 15 中学生・高校生によるボランティア活動

【拡充】 22 児童サービス担当職員のレベルアップ研修の充実

【継続】 23 おはなし会ボランティアの育成と研修

【継続】 28 学校司書の研修及び会議の充実

【継続】 31 司書教諭等への研修

事　業　名

家
 
庭

図
書
館

子
ど
も
読
書
活
動
に
関
す
る

理
解
と
関
心
の
普
及

図
書
館

子
ど
も
の
読
書
活
動
に
関
わ
る

人
材
の
育
成

図
書
館

学
校

家
庭
・
地
域
・
学
校
を
通
じ
た
地
域
全
体

で
の
取
組
の
推
進

施策欄　家　庭・・・・・【家庭・地域・関係機関における取組】　　　

　　　　   図書館・・・・【図書館における取組】

　　　　   学　校・・・・・【学校における取組】

　　　　   すべての子ども・・・・【すべての子どもへの読書環境提供の取組】
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第４章

第３次計画の実現に向けた取組

１ 家庭・地域・関係機関における取組

家庭での読書は読書習慣の基礎であり、本との最初の出合いの場です。家庭での読み聞

かせは、その後の子どもたちの成長に欠かせない経験となります。親子で本を読む時間を

共有する「うちどく（家読）」の推進や、保育所（園）・幼稚園等における子育て世代へ

の情報発信を通して読書活動の啓発を図ります。また、地域全体で読書活動を推進してい

くため、ボランティアの育成を図ります。

（１）公民館図書室の充実【継続１０】（公民館・図書館）

市立公民館の蔵書がある図書室や私設文庫がある図書室等、各公民館図書室の特

色を生かし、子どもが興味を持てるような図書の収集や新しく購入した蔵書の入

れ換え等を行い、親しみのある図書室の整備に努めます。

（２）ブックスタート事業１１【継続】（保健センター・図書館）

４か月児健康診査時、ボランティアの

協力により、絵本の紹介・贈呈をし、

絵本を介してのふれあいの大切さを伝

えていきます。

・絵本の紹介と贈呈

・未受診者への贈呈に努める

・ボランティア研修会の実施

１０ 「継続」：第２次計画に引き続き実施する取組。

「拡充」：第２次計画から更に進めて実施する取組。

「新規」：第３次計画で新たに実施する取組。
１１ ブックスタート事業：市区町村自治体が行う０歳児健診などの機会に、「絵本」と「赤ちゃんと絵本

を楽しむ体験」をプレゼントする活動。 赤ちゃんと保護者が、絵本を介して、心ふれあう時間を

持つきっかけを届ける。取手市では、平成１７年度から実施。

【ブックスタート】
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（３）保健センターの乳幼児向け図書の充実【拡充】（保健センター・図書館）

乳幼児の年齢に合った図書紹介を行い、あたたかみのある布絵本の充実を図りま

す。

・布絵本設置の推進と修理点検

・乳幼児向け絵本コーナーの設置

・配布用０歳から２歳向け、３・４歳向けおすすめ絵本リストの設置

（４）子育て支援センターでの読書支援活動【拡充】（子育て支援課）

各子育て支援センターの図書コーナーを充実させます。また、読書活動に対する

保護者の理解が促進されるよう、更なる読書推進に努めます。

・図書館からの団体貸出やリサイクルブック１２の活用による図書コーナーの充実

・外部講師による読書の重要性についての講座の開催

・保育士による年齢に合わせた紙芝居や絵本の読み聞かせの実施

（５）家庭における読書の推進「うちどく（家読）」【拡充】

（生涯学習課・保育所（園）・認定こども園・幼稚園等・小中学校・図書館）

家庭内における読書の楽しさや子どもと一緒に本

を読むことの大切さを理解してもらうよう努めま

す。いつでもどこでも子どもたちが楽しく読書活

動できるよう「うちどく（家読）」の普及と啓発

を行います。図書館が中心となり、関係機関と連

携し、親子で読書を楽しむための保護者向けの講

座を実施し、家庭における読書の推進を図りま

す。

・「うちどく（家読）」の普及と啓発

（図書館から関係機関への団体貸出の利用促進）

・「うちどく（家読）絵本リスト」等の配布と図書展示

・園児や児童への図書の貸出しの促進

・図書館のＰＲ（図書館ツアー・利用案内・おすすめ本の紹介）

１２ リサイクルブック：図書館で除籍となった本の利活用を目的するもの。絵本や児童書を学校等に提

供。

【うちどく(家読)絵本の展示】



18

（６）読み聞かせなどの実施【継続】（保育所（園）・認定こども園・幼稚園等）

保育士等による年齢に合わせた絵本や紙芝居等の読み聞かせを継続して実施しま

す。

（７）読書ボランティアの活用と充実【継続】（保育所（園）・認定こども園・幼稚園等）

保育所（園）、認定こども園、幼稚園等へのボランティアによる訪問おはなし会

を実施します。

（８）図書コーナーの充実【継続】（保育所（園）・認定こども園・幼稚園等）

いつでも子どもたちが本を手に取ることができる環境整備に努めます。

・新刊本の購入や地域からの寄贈図書の活用

・図書館からの団体貸出やリサイクルブックの活用

（９）保護者への情報提供【継続】（保育所（園）・認定こども園・幼稚園等・図書館）

図書館から配信するおすすめ絵本だよりを活用し、保護者向けに情報提供します。

日中、子どもたちに向けて読んだ本を保護者にも共有し、子どもたちの読書意欲

につなげるとともに、家庭でも読書を楽しめる機会を提供します。

また、図書館では未配信施設への普及に努めます。

・図書館通信「よもっと」による各家庭への情報提供

・読み聞かせした絵本の展示

（１０）放課後子どもクラブでの読み聞かせ・おはなし会の実施【継続】

（放課後子どもクラブ・図書館）

読書促進のための図書館利用及び団体貸出等のＰＲ、子どもの対象年齢に合った

おはなし会開催の啓発を図ります。

・おはなし会で使用されるおすすめ絵本や

紙芝居のリスト等の配布

・中高生ボランティアや読書ボランティア等

による絵本の読み聞かせやおはなし会の実施

【放課後子どもクラブでのおはなし会】
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２ 図書館における取組

子どもの読書活動推進のため、様々な取組を行い、計画の推進と支援を行っていきます。

図書館において、児童書の中核となる長い間子どもたちに読み継がれてきた絵本や物語

を中心に、興味・関心に応え、知識を深める図鑑等のノンフィクションなど、幅広い蔵書

構成を持つ図書館として、児童書・ティーンズ向け図書の更なる充実を図ります。

乳児向けおはなし会、幼児から低学年向けおはなし会を定期的に行うとともに、長期休暇

には様々な年齢の子どもを対象としたおはなし会を実施します。また、イベントを通して

図書館への来館を促し、子どもたちがいつでも読みたい本を手にすることができる環境を

整備します。

子どもの読書活動を推進するには、本の楽しさを子どもたちに手渡していく活動を行っ

ているボランティアの存在が欠かせません。ボランティア団体との協力と連携をさらに進

め、子どもたちにとって読書が魅力のあるものとなるように努めます。

（１１）おはなし会等の充実【継続】（図書館）

図書館職員及びおはなし会ボランテ

ィア向け研修を実施します。相互の

交流、情報提供・情報交換等を図り

ます。

・ボランティアと協働でおはなし会等

の充実（絵本の読み聞かせ、ストー

リーテリング１３等）

１３ ストーリーテリング：昔話や物語などのおはなしをすべて覚え、絵に頼らず語って聞かせること。

「素話」「語り」「おはなし」とも言う。語り手と聞き手がおはなしの世界をより深く共有でき、

物語の楽しさを知ることで読書へのきっかけとなるもの。

【クリスマスおはなし会】
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【おはなし室での親子の様子】

（１２）絵本、おすすめ本の展示【拡充】（図書館）

季節や行事、年齢に合わせた絵本や読み物の展示、配置の工夫を定期的に実施し

ます。

・図書館でのテーマ展示図書を学校図書館と情報共有

・図書館からの団体貸出の利用促進

・特別展示「効き目ほんわかこころのお薬 100 冊」の実施

（１３）赤ちゃん向けサービスの充実【継続】（図書館）

赤ちゃん向け絵本の充実に努めます。

おはなし会での赤ちゃん向け絵本の紹

介や読み聞かせ等を通して、親子で本

に親しむ機会を提供します。

・赤ちゃん向け図書の新規購入

・布絵本の整備

【効き目ほんわかこころのお薬 100冊】
（特別展示）

【おすすめ絵本コーナー】
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（１４）中学生・高校生向けサービスの充実【拡充】（図書館）

ティーンズ向け図書１４の情報提供により、

中学生・高校生が来館しやすい環境を整備

し、おすすめ本等を広く周知して読書の啓

発を図ります。

・ティーンズコーナーのテーマ展示

・「ほんバナ１５」による紹介図書リーフレット

の配布

・おすすめ本等を学校図書館と情報共有し、

団体貸出の利用を促進

（１５）中学生・高校生によるボランティア活動【継続】（図書館）

中学生・高校生のボランティア活動に

より、子どもたちや同世代の読書意欲

を喚起します。

・ティーンズコーナーの飾り付け

・おすすめ本に紹介文を付けて展示

・「ほんバナ」の記事の執筆

・図書館や子育て施設で出張おはなし会を

実施

（１６）高等学校への資料提供とサービス案内【継続】（図書館）

市内高等学校へ図書館資料の有効活用を案内し、読書意欲を喚起します。

・ティーンズ向け情報紙「ほんバナ」、図書館案内リーフレット等の配布

１４ ティーンズ向け図書：中学生・高校生を中心としたティーンズ（１０代）向けの図書。
１５ ほんバナ：図書館が発行するティーンズ（１０代）向け情報紙。

【ティーンズコーナー】

【中高生ボランティアおはなし会】
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（１７）図書館見学、職場体験の受入れ【継続】（図書館）

保育所（園）、認定こども園、幼稚園等、学校等の図書館見学、職場体験を積極

的に受け入れます。絵本の読み聞かせや図書館イベントの準備、図書館ならでは

の体験を提供します。

（１８）図書館リサイクルブックの活用【継続】（図書館）

図書館の子ども向けリサイクルブックを公立小中学校、保育所（園）、認定こど

も園、幼稚園等、保健センターや子育て支援センター、放課後子どもクラブ等に

提供し、各施設の図書コーナーの充実を図ります。

（１９）団体貸出の充実【拡充】（図書館）

要望に応じて、学校図書館に不足して

いる分野、教科書等の内容に沿った図

書の充実に努め、団体貸出により児童

生徒に向けた市立図書館の蔵書の利活

用を促進します。

・市立図書館から学校図書館への

ＤＡＩＳＹ図書の貸出

・布絵本や外国語図書等の長期間の貸出

・小中学校への定期搬送便の運行の継続

【中学生職場体験の様子】

【団体貸出書庫】
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（２０）訪問おはなし会の実施【継続】（図書館）

市内小学校、保育所（園）、認定こども園、幼稚園等、放課後子どもクラブでの

訪問おはなし会を実施するとともに、ストーリーテリング等を取り入れ、充実し

たおはなし会を実施します。

（２１）インターネットによる情報提供の充実【拡充】（図書館）

図書館事業の情報を積極的に図書館ホームページやメールマガジン等に掲載し、

図書館利用者の増加につなげます。主催事業の案内をタイムリーに掲載しながら

「うちどく（家読）」等のおすすめ本を広く周知し、読書啓発を図ります。

（２２）児童サービス担当職員のレベルアップ研修の充実【拡充】（図書館）

国や県、日本図書館協会等の研修に積極的に参加し、図書館職員の資質向上に努

めます。

ストーリーテリング等の定期的な館内研修を実施します。

（２３）おはなし会ボランティアの育成と研修【継続】（図書館）

図書館活動の中で、本と子どもたち

を結びつけるために、ボランティア

を育成し、研修を実施します。「読

み聞かせボランティア養成講座」を

実施することで新規ボランティアを

募ります。また、活動中のボランテ

ィアに対して、定期的にわらべうた

や絵本の研修等を行い人材育成に努

めるとともに、相互に連携を深め情

報交換をすることで、新たな活動の

場を提供します。

【ふじしろ図書館】
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（２４）子どもに本や物語に親しむ機会を提供する取組【継続】（図書館）

子どもに本や物語に親しむ機会を提供で

きるイベントを開催します。小学校図書

委員の育成や家庭での読書を促し、図書

の貸出促進を図ります。

・とりで子ども司書講座

（体験によるきっかけづくり）

・福ＢＯＯＫ１６

（多様な本の紹介）

・こどもアートひろば１７

（親子来館のきっかけづくり）

・布絵本づくり

（布絵本紹介と普及）

（２５）子ども読書活動推進についての周知【拡充】（図書館）

市広報紙、市ホームページ、図書館ホームページ、各種イベントのチラシ等によ

り、子ども読書活動推進について、積極的に周知します。また、「取手市子ども

読書の日１８」の施行により、毎月２３日には「うちどく（家読）」を推奨し、子ど

も読書活動の推進を図ります。

・図書館だよりや「うちどく（家読）」おすすめ本のメールマガジンの配信

・学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」や「うちどく（家読）」の推進

（小中学生の家庭へリーフレットを配布）

１６ 福ＢＯＯＫ：テーマごとにおすすめ本３冊をセットにして貸出するもの。中身は開けてのお楽しみ。
１７ こどもアートひろば：保育所（園）、幼稚園の合同作品展。
１８ 取手市子ども読書の日：平成３０年１０月に施行。毎月２３日は家庭での読書「うちどく（家読）」

を推奨。

【福ＢＯＯＫ（推奨本セットの貸出）】
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（２６）電子図書館の充実【新規】（図書館）

図書館への来館が困難な状況でも、パソコンやスマートフォン、タブレット端末

等で読書を親しむことができる環境の整備を進めます。また、電子図書館の利用

方法等を広く周知し、大人から子どもまで楽しめる電子書籍の充実を図ります。

【電子図書館】
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３ 学校における取組

学校は、子どもたちの日常生活の大部分を占める場所であり、学校図書館は最も身近

な図書館です。小中学校ともに授業の中で学校図書館の利用を行うなど、読書習慣を身

に付けるための取組を引き続き行います。子どもたちの関心・興味に応えられる蔵書を

そろえ、学校図書館の利用に関する指導を通じて、子どもたちがいつでも身近に読書が

楽しめる環境をさらに整備していきます。

学校図書館を積極的に利用するための工夫に努め、市立図書館等と情報を共有し、学

校図書館の充実を図ります。どの家庭の児童生徒も格差なく読書に親しみ図書の確保が

できるよう、学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の活用を促進し、学校図書

館や市立図書館の団体貸出により読書活動の推進を図ります。

（２７）図書の紹介や広報活動の展開【拡充】

（小中学校・図書館）

学校図書館だより等で、広く図書を紹介

します。図書の展示や掲示物の作成を通

じて図書の紹介に努めます。

また、学校図書館と市立図書館でのおす

すめ本の情報を共有し、学校図書館－市

立図書館連携事業「ほんくる」の活用を

図ります。

（２８）学校司書の研修及び会議の充実【継続】（学務課・小中学校・図書館）

学校司書の資質向上のための研修会を実施します。図書館システムの導入により、

図書に関する情報を学校図書館と市立図書館で共有します。児童生徒の利用環境

を整えるための研修会や説明会を実施します。

（２９）自主的・自発的な読書活動の促進【継続】（小中学校）

市立図書館からの団体貸出等を活用し、学校や家庭での読書活動を支援すること

で、児童生徒の自主的・自発的な読書活動を促します。

【学校図書館 おすすめ本の展示】
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（３０）授業における読書活動の充実【継続】（小中学校）

学校における各教科の「調べ学習」などをきっかけに学校図書館のみならず市立

図書館の蔵書も活用した幅広い読書活動の充実を図ります。また、学校司書等の

資質・能力向上のための研修を充実し、児童生徒の情報活用能力や表現力等の育

成に努めます。

（３１）司書教諭等への研修【継続】（小中学校）

市教育研究会学校図書館研究部で、学校図書館の要となる教職員のための研修や

授業実践等を行います。

（３２）学校図書館の蔵書の更新と充実【継続】

（学務課・小中学校）

児童生徒及び教職員のニーズに応じた偏り

のない調和のとれた蔵書構成と十分な資料

規模を備え、多様な読書活動に応える学校

図書館資料の整備・充実に努めます。

【学校図書館 あたらしい本の展示】
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【学校図書館 おすすめ本の展示】

取手市心からみんなにすすめたい一冊の本推進事業

（３３）学校図書館の利用促進【継続】（小中学校）

児童生徒が、本を読む習慣、本を通じて物事

を調べる習慣を身に付けるために、学校図書

館の利用や効果的な情報検索の方法につい

て、学校司書が中心となり子どもたちを支援

します。

また、学校図書館－市立図書館連携事業「ほ

んくる」の利用啓発を図り、市立図書館の蔵

書を手に取る機会を増やし、学校図書館の利

用促進につなげます。

（３４）みんなにすすめたい一冊の本推進事業１９【継続】（指導課・小中学校・図書館）

茨城県の事業を通して、小学４年生から中学生まで児童生徒の読書活動を活性化

することにより、国語力の向上や心の教育の充実を図ります。

・「取手市心からみんなにすすめたい一冊の本推進事業」を通じて各機関の連携を強化

１９ みんなにすすめたい一冊の本推進事業：茨城県教育委員会の事業。小学校、特別支援学校小学部の

４、５、６年生の児童及び中学校、特別支援学校中学部、中等教育学校前期課程の生徒を対象に実

施。

●小学校

小学生版『みんなにすすめたい一冊の本』(図書の紹介本)等を活用して１年間に５０冊の本を読んだ
児童に県教育長賞が、３年間に３００冊の本を読んだ児童に県知事賞が贈られる。

●中学校

中学生版『みんなにすすめたい一冊の本』(図書の紹介本)等を活用して１年間に３０冊の本を読んだ
生徒に県教育長賞が、３年間に１５０冊の本を読んだ生徒に県知事賞が贈られる。

【学校図書館での利用案内】

【小学校でのビブリオバトル】
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（３５）学校図書館と市立図書館の連携による読書環境の整備と読書活動の推進【拡充】

（学務課・指導課・小中学校・図書館）

学校図書館と市立図書館との連携により、市立図書館に来館できない子どもたち

も、自分の学校で市内約４０万冊の本の中から予約し、受け取ることができる環

境を更に整備して参ります。

また、子どもたちの興味や関心を引き出し、読書習慣の定着を図ります。

・学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の活用による読書活動の推進

・学校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」の周知の強化と積極的な利用の啓発

・「ほんくる講座」の実施

【学校】

【自宅】

【市立図書館】
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（３６）ＧＩＧＡスクール構想２０への対応【新規】

（学務課・指導課・小中学校・図書館）

ＧＩＧＡスクール構想により児童生徒へ一人一台タブレット端末が整備されまし

た。市立図書館のホームページへのアクセスも容易にできることから、学校図書

館－市立図書館連携事業「ほんくる」のしくみを有効活用した取組の推進を図り

ます。

・タブレット端末への「ほんくるアイコン」の搭載

・学校図書館ホームページへの新刊案内等の読書情報の配信

・「うちどく（家読）」の普及と啓発

・電子図書館の情報発信

２０ ＧＩＧＡスクール構想：義務教育を受ける児童生徒のために、一人一台の学習用端末と高速ネットワ

ーク環境などを整備する取組。

【タブレット端末による「ほんくる」の活用】
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４ すべての子どもへの読書環境提供の取組

読書や図書館利用について、配慮が必要な子どもたちに、読書に親しんでもらうため

の環境づくりに努めていきます。障害のある子どもたちに向けてのＤＡＩＳＹ図書や点

字図書、布絵本等の多様な形態の資料を充実し効果的な周知に努めます。また、外国語

を母語とする子どもたちとともに読書を楽しむことができるよう外国語図書の充実及び

「外国語のおはなし会」を開催します。

（３７）特別な支援を要する子どもへのサービスの充実【拡充】

（子育て支援課・保健センター・図書館）

身体等が不自由なため通常の図書を読むことが困難な子どもに向けて、保健セン

ターや子育て支援センターに布絵本や点字絵本を配置します。また、学習障害の

ある子どもに有効なテキストや画像を同時に見ることができるＤＡＩＳＹ図書

（マルチメディアＤＡＩＳＹ２１を含む）の充実や利用方法の啓発に努めます。

・マルチメディアＤＡＩＳＹ図書リストの作成・利用案内

・読書サービス室の利用案内（ふじしろ図書館）や読書環境の整備

２１ マルチメディアＤＡＩＳＹ：視覚障害者や普通の印刷物を読むことが困難な人々のための情報システ

ム。読まれている箇所が背景色などで強調される録音図書。

【りんごの棚の設置】 【布絵本の読み聞かせ】
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（３８）特別な支援を要する子どもへの援助【拡充】（小中学校）

学習障害のある子どもは、特別支援学級のみならず通常学級にも在籍しているこ

とから、特別な支援が必要な児童生徒の状態や発達に合わせて、読書活動を体験

できるよう布絵本やマルチメディアＤＡＩＳＹ図書等の活用を推進します。併せ

て図書館からの団体貸出を活用し、児童生徒のニーズに応じた読書推進の充実を

図ります。

（３９）来館できない子どもへの配送サービスの実施【新規】（図書館）

身体等が不自由なため図書館への来館が困難

で、家族の支援も難しい子どもたちを対象に、

自宅まで図書等を配送する貸出サービスを行い

ます。

・図書、雑誌、ＣＤ、ＤＡＩＳＹ等の自宅への

配送サービス

・配送サービス利用案内の周知、読書案内等の配布

（注）この事業は既存の図書配送サービスの普及啓

発を図り、子ども読書活動推進事業の一環と

して実施するものです。

（４０）子ども向け外国語図書の充実と多言語イベントの実施【新規】（図書館）

外国語を母語とする子どもへの支援のた

め、外国語絵本等の充実・整備を図りま

す。また、子どもたちと一緒に楽しめる

イベントを通じた異文化交流の場を設け

ます。

・外国語図書（絵本等）の整備

・外国語によるおはなし会等、

交流イベントの開催

【外国語と日本語のおはなし会】

【図書等の配送サービス】
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第５章

子どもの読書活動の現状

※グラフは、アンケートの結果によるものです

１ 読書への興味関心 【本は好きですか：経年変化（推移）】

読書への興味関心は、全体として低学年から高学年になるほど低下傾向にあります。

スマートフォンやＳＮＳ等の影響が年々増加している子どもたちの生活環境の中で、学

校図書館－市立図書館連携事業「ほんくる」等の仕組みを基盤に、より身近に読書の楽

しさを感じられるような情報提供を充実させる取り組みを推進していきます。
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２ １か月あたりの平均読書冊数

平均読書冊数を「０冊」と答えた子どもも一定数存在します。学校図書館－市立図書

館連携事業「ほんくる」の更なる周知・利用の推進を通して、読みたいと思う時に本を

すぐに手に取ることができるような環境づくりを行っていきます。
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35

３ 学校図書館の利用状況

高学年になるにつれ、学校図書館の利用率も低くなる傾向にあります。「本を選ぶ基

準は？」とのアンケートで、「友だちのすすめ」と回答した子どもが複数いたことから、

子ども同士の情報交換もひとつの重要なきっかけとなると考えられます。もっと積極的

に身近な学校図書館を利用してもらうため、ビブリオバトル等の行事を通して、読書へ

の興味を引き出し、学校図書館の利用推進を図ります。
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ときどき利

用する

42%
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４ 市図書館ホームページの利用状況

図書館ホームページの利用率は、小学校２年生・５年生の約半数がよく利用すると回

答しているのに対し、中学校２年生では割合が半減します。子どもたちの生活様式も変

化する中で、電子図書館も一つの読書への入口となると考えられ、「電子図書館にこん

な本もあるんだ」という気づきから、図書館の本を読むきっかけづくりになるように、

利用方法の周知を図ります。
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第６章

施策の効果的な推進体制

１ 関係機関の連携

子どもの読書に係わる関係機関が、それぞれの役割を積極的に果たすとともに、連携、

協力をして、子どもの読書活動の推進を図ります。また、公民館図書室、学校図書館、

保育所、幼稚園、子育て支援センター等のそれぞれの施設における蔵書を充実させると

ともに、司書、教諭、保育士など子どもの読書活動に携わる職員等の資質向上を図りま

す。

２ ボランティア団体との連携と育成

読み聞かせボランティアや布絵本の会など、子どもの読書に関連する様々な活動をし

ている団体と協働し、子ども読書活動推進計画に関わる取組を進めます。また、子ども

読書活動推進に関連するボランティアに興味がある方に対して、図書館等が実施してい

る各種講座や研修会への参加を促し、自分たちでも学べる場を提供することで、ボラン

ティア活動への意欲を高め、子ども読書活動を推進するためのボランティアを育成しま

す。

３ 啓発、広報の推進

毎月２３日を「取手市子ども読書の日」と定めており、その日を中心に、各機関が連

携し、読書活動推進の広報活動やイベント等を行うことで、読書活動推進の機運を醸成

するよう努めます。

図書館が発信するメールマガジン「図書館だより」や「ほんバナ」を有効に活用し、

読書に対する子どもの知的関心の増進を図ります。また、図書館や学校、地域等におけ

る読書に関する行事や取組等の情報を広報紙やホームページを活用して積極的に発信し

ます。
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４ 計画の進行管理

本計画の進行管理は、教育部長を委員長とし、各事業の所管課長を委員とする取手市

子ども読書活動推進委員会（以下「委員会」という。）が行います。

各所管課は、年度毎に各事業の取組状況を委員会に報告し、その取組状況を基に、各

事業の更なる推進、改善について協議決定します。
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